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韓 先月号(11毘号)では替プロトコjレの綾念:および巽
機種間におけるプロトコjレ変換，また，具体例としてゲ
ートウェイやプロトコル・コンバータのシステム構成と
機能について述べた。今題は，しANにおけるプロトコ
ル変換の実装技補とプロトコル変換に関する問題点をま
とめて述べるつ
-‘一一-一
光ファイパなどの遇鑓技術とL51技術の進展によ
り数多くのローカル・エリアーコンゼュータ・ネッ
トワーク (LAN)が開発され，その鶏築技婦にも
自覚しいものが多い。特に，最近のOAやFAなど
のシステムの自動化に停いt LANは情報データの
遜鑓・伝達手段としてシステムの中核的存在を果た
してきている。
LANのひとつの特徴である高速かっ大容盤デー
タ伝送は、機雑・多機なユーザーの婆求を実現する
ことを可能にしつつある。タイムシェアリング，パッ
チやデータペース・サーピスばかりでなく，音声・
磁像を含めた鰭子メーjレ，選鰯会幾・ 5薄綾サーピス
とサーピス種自が多くなればなるほど。高位レベル
のプロトコルの趨幾も多くなる o このため総所でプ
ロトコル変換の必饗性が高まってくると窓われる。
国内外のLANまたはコンピュータ a ネットワー
クにおけるプロトコル変換の実例をあげ，それぞれ
のプロトコル変換技術や構築技術の特色を述べる。
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るネットワーク e アーキテタチャを持つ
をLANに磯入するとき g ゲートウェイ駒ブロセッ
を介してLANと嬢離する方法が章受も多い。
タイムシェアリング輔サーピスはおける
システム構成は，一離に襲撃1臨に示すよう
ネットワーク制御プ口セッサ (NCP).
アクセス・メソッド (VTAM) とすS5(Time 
Sharing Systen:けからなる"VTAMと既設のLA国
アタセえ@メソッド簡をゲートウェイでプ口トコル
しf TSSやVTAM'こ等える彰襲撃を少なくして
いる。大学髄ネットワークNlの各ホスト計襲撃機も
2霊惑の機築方式をとっている。
[21 Aしむ料A四 A民のゲートウェイ@プ岱
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1912年記ハワイ大学のALOHAネットワークがゲ
ートウェイ・プロセッサをゴ干してARPA(l)ネットワ
ークと議舞鶴結合された。
仮惣端末プロトコルとファイ Jレ転送プロトコルに
より，タイムシェアリング処理やファイル転送機能を
ネットワーク・サーぜスとしてユーザーに提供した。
務2雲警に示すようにパケット・サイズが異なるた
め，商パケット鶴に中間パケットを設けてゲートウ
エイはプロッキング/ヂプロッキングやフロー制御
を行っている。
(1) ARPA: Advanced Research Projects Agency 
また中鵠パケットにはゲートウェイ‘リーダが付
加され， リーダ内に発信/義信ネットワーク名を設
壁し，ひとつのゲートウェイ@アロセッサで複数の
ネットワーク関結合を試みている。
これに伴い，ユーザーが使用すべきネットワーク
との接続/切断などを行うネットワーク制御コマン
ドが採用されている。
[ 3] GAMMA-村ξすのゲートウェイ@プ口
セス
筑波大学計算センタ内に開発された，ゲートウェ
イ・プロセスについて述べる。 GAMMA守fETは，
異種のホスト計算機i浮からなるコンピュータ・ネッ
トワーク・システムで，伝送系は 1)ンク・パスを制
榔するプロセッサ (RBP) を光ファイパで接続し
たりング・ネットワークである。
このリング・ネットワークは，アクセス。メソッ
ドとしてリングーノ号ス・アクセス・メソッド
(RBAM)を持つoRBAMと巽なるネットワーク・アー
キテクチャを持つ計算機を導入しようとすると，プ
ロトコル変換が必饗となる。ここでは事タイムシェ
ホニえ争計算書麓
タイムシェアリング。
システム
i長懇i議f醤アクセス・
メソッド
ネットワー ク鰯鶴
プロセッサ
害警なるネットワー ク・アー キテクチャ
を持つホスト計算機の議事入
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議事入されたホスト軒害事撞は.いずれかのシ
ステム構成によりLANと接鰻する。この方
支えめ特色iムホスト計算畿のオペレーティ
ング・システムに与える野署撃を掻カ少なく
してエドットワー ク構畿ができることにある
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アリング・サーピスを伊jにとり変換方法を述べる。
メーカー提供のVTAMとRBAM胞のプロトコル
変換を第 l図に示すゲートウェイ・プ臼セッサで実
現する方法が考えられるが，ゲートウェイ・プロセ
ッサの処理能力によっては，ゲートウェイが大容撃を
データ転送に対してシステムの踏路となりかねな
い。そこで，リング@パスときt.算機チャネlレをi直結
し，計算機システム内にゲートウェイ・プロセスを
実装し変換を行った。 VTAM/RBAM接続には，
VTA!v1を修築してRBAMオプション機能を追加す
ることも考えられるが，コスト・パフォーマンスの
i語から得策でない。
このため，鱗 3留に示したように RBAMと
VTAMのrf:l関にゲートウェイ・フロセスを介して
接続する方法を採用している。ゲートウェイは，タ
イムシェアリング処理に関して次の機能を持つ。
(1) 論理リンクの設定/切断制御
(2) コード変換と仮想端末プロトコル変換
(3) データ・フロー制御
ットワーク燃のプロトコlレ変換はソフトウエアで実
現し，それらをフロセスとして制御している。 RIG
の線末からARPAネット内の計弊機を使用すると
きは， ARPAネット・プロセスを起動するだけで
よく，論理リンクの設定/切断，フロー制律事やその
他のプロトコル変換は自動的にARPAネット・プ
ロセスが実行する。そのためローカル計算機と問機
に他のネットワークの計算機を利用することができ
る。
プロトコル変換プ口セス同士はオベレーティン
グ・システムのメッセージ交換機能により通信し合
う。すなわち. RIGゲートウェイ内の通信単位はメ
ッセージである。サーピス文会象はタイムシェアリン
グやファイル転送処理に加えて.ARPAネットワー
ク・グラフィック・プロトコルによるグラブイツク
処理サーピスを行っている o さらに各ジョブの状態
開会せ機能や汎Hlブァイル・デレクトリによるファ
イル管理の一元化も検討している o
ゲートウェイは，ゲートウェイ・マネジヤと j ぷ竺
TSSユ--1f~ .プロセス対L芯のゲートウェイ匂フ.
ロセスi浮からなり. TSS空間やVTAM空間と異な
る新たなメモ 1):空間を設定している。このため独立
したゲートウェイ空間の管理場制御を容易にしてい
る。
[ 4 1 RIGゲートウェイ@システム
RIG (Rochester's Intelligent Gateway) は，ロ
チェスター大学で開発されたゲートウェイ・プロセ
ッサである。開発者は，ゲートウェイ機能を汎用タ
イムシェアリング・システムに組込む手法より，ノト
形計算機 (RIGではデータ・ゼネラル社の
ECLIPSE)に組み込んだ方が手軽に，より効衆的
にシステム構成を実現することができる点を力説し
ている。第4~遣にRIGゲートウェイのシステム矯成
を示す。
ゲートウェイは Ethernet. ARPA ネット，ロ
ーカル計算機群や対辺機器を接続しており，各ネ
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Pup '1， PARC Universal Packet の絡で，
PARCはゼロックス社のPaloAlto Research C郎副
terの頭文字で、ある。 Pupネットワークのゲートウ
ょにイの構築技術の特色は，パケット・トランスポー
トで行う Pupパケットのカプセス化によるネット
ワーク間総合にある。
カプセス化(インキャプシュしーション)とは，第
5額に示す Pupネットワークのパケットを{告のネ
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? ? ?
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ローカJレ針算機襲撃
æRf，~.む訓郡成鉱 Engineeing
Ae脚留め Facilityの離でーロチェスター大学
で関錯した軒算機である
第 4包 RiG ゲートウェイ@システム嬬成
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〈注)失印の逆方向が， Pupネットワークへの
テ'キャブシユレーションである
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龍のキヲトワ叫ク・チエヴクサム
龍(1')ネットワークへのイン
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ットワークを経由して転送するとき.ft!!のネットワ
ークのパケット・ヘッダとパケット・テイルで
Pupパケットを桝包することである o
すなわち. f也のネットワークは Pupノ〈ケット
を単なるデータとみなし目的地に転送する。機包
をほどく操作2をデキャフシュレーションとf1fぷ o
Pupネットワークでは{也のネットワークのパケッ
ト・ヘッダの制御鰐報を一つ一つ解釈してプロトコ
ル変換するのでなく，カフセス化の方法により 9 ゲ
ートウェイの機能を鱗略化している o
広域の通信網を新たに設鐙するには，膨大な
が必婆である。これを避けて Pupネットワークは
ARPA ネット， Ethernet やサンフランシスコ湾
岸パケット無線ネットワークなどの銃殺の通信舗
を Pupネットワークの通信手段として利郎してい
る。第寄留に，ネットワーク Aに属するホストの発
信プロセスからfilのネットワーク Bに属するホスト
の着信プロセ又へどのように Pupパケットが遜ば
れるかを示す。 Pupネットワークのゲートウェイは
カプセス化とパケットの経路選択が主な仕事である。
ブ開トコ)1"変換の襲撃
プロトコル変換のための縛築技術の全般的な動向
を述べてき λが、最後にフロトコル変換におけるフ
ァイルの共石化eプログラムのポータピリティやデー
タの互換性の問題点や将来の課題について述べる。
r 1) ファイJl.の共;f-i-，1: 
ファイル・タイフにはシーケンシヤル，インデッ
クス・シーケンシャルやランダム・ファイルなどが
ある。一般に，ファイル・アクセス・プロトコルがサ
ーピスの対象にしているのが，シーケンシャル・フ
ァイルである G これはアクセス構造が駁次アクセス
であるため裂なる計算機関での変換が容易である。
他方，インデックス・ファイ Jレはキーとデータの
関係が計算機に依存する。同様にランダム・ファイ
ルもキーまたはレコード・アドレスによる饗込み・
~.l-弘紛争防L織的鈎/u~
滋込みやポジショニングが計算線ごとに異なる。こ
のためファイル変換を同襲撃にしており事ファイルの
共有化を妨げている。
( 2] ~J~ ータヒリティ
プログラムのポータピリティもプロ bコル変換の
滋褒な問題である。 Mi級註訟で留かれたプログラム
は次の項目を除けば，大部分の計算機で処理される。
事審f量ホスト
ゲ叩争ウェイ@ホス十
重量鰭ホスト{ネットワ叩ク8P警のホス長率dを持つ書換えり
説60 インタネットワークの経絡選択
(1) 内部文字護e71J，ワード長や 2文字を構成する
ピット数に依存するプログラム
[ 4 1 爵辺機器@端末の互換性
(2) 論理データや数鍍データまたは文字コードな
どの内部表現形式で欝かれたプログラム
(3) 特殊計算機が提供している特殊機能で欝かれ
たプログラム
童襲来関の互換性はフロトコJレ・コンパータや仮想
犠来プロトコルなどのプ口トコlレ変換により十分に
連成されつつある。特殊用途の題辺機器や音声・磁
縁処務機来などはみられる特殊キーやファンクショ
ン eキーの互換性は，儲別的変換処理iこ留まってい
その他マシン・エゼキュータプルやリロケータプ
ル・バイナリ@プログラムなどあるが，これらのプ
ログラムは計算機iこ強く依存するため，異なる計算
機関の互換性をとるのは非常に養護しい問題である。
るのが現状‘である。
会 唱な * 
[ 3 1 データの互換性
外部表現の形式で表されたデータは処理される
が，内部表現形式のデータは異なる計算機で処理す
ることはできなし"0内部表現形式は今後のデータ変
換の課題であろう。
い}から μ}項目の問題は広い意味でのプロ
トコル霊変換の擦畿であると考えられる。将来，プロ
トコル変換は，下位レベルから上位レベルへとます
ます遊撃湾総簡が広がり守そのための変換技術の研究
。襲警発が霊童獲になると忠、われる。
級建語の都合上，その他のプロトコル変換の問襲警は
鶴舞する。
錫オー ム社議官立70麟年
オーム社では，都立:70濁年詑念
事業の一環として普本年 1月に，
三つの務鶴について懸賞鎗文を金
額から広く募ってまいりました
が 6月末日の締切臼までに，応
募総数総務(教室表者総数71名).
うち課題(1)の F筏術革新をうなが
した私の発想J26綴， (2)の rハイ
テク(高度先端技梼)時代の技術
者に綴待されるものJ14緩，(3)のF霞
際技術協力プロジェクトにみる人
関ドラマJ 8緩め多数におよぶご
応募をいただきました。
これbの議議文は，いずれも，鍵
の惑い，つぶよりの論文が目立ち，
審査護委員の入念な慎重審議の結
集，緩銀秀作品1繍，優秀作品3
綴，佳作4緩，選外佳作13擬が決
定いたしました。
なお，特筆させていただきたい
のはg 当社発行の月刊誌 r設鍵と
管理J誌を遠い南太平洋のトンガ
.:E鐙でご愛緩いただいている永安
94 
博志氏のご応募でありました。鷲
心して療稿用紙をみつけてご応募
いただいたとのこと，見幕審議外佳
作になられたことを付け加えさせ
ていただきます。
また，ご応募いただきました競
者各位，喜善い畿中iこご審査くださ
いました堀審査餐員獲をはじめと
する審査委員各位に対して深甚な
る総建設を表わす次襲撃であります。
畿鐙秀作品および優秀作品，佳
作作品は次のとおり@
争霊登穫秀作品 ?錫(配念事警なら
びに欝j蓄を50万円) q笠弊に先緩け
たアモルファス太鱗矯池の趨品
{ヒJ 0 内部議久(総重富士宮撃機総合
研究所)
争犠秀作品 3錫{記念婚ならび
に観賞10万円) rハイテク鶴代の
セールスエンジニアの役11J-
AV (オーディオ・ピジュアル)
用新鱗素材LC時 OFCへの遜ー:
鎌田長生(日立襲撃線鶴路発本部入
議官決まる畿
「“欝を級う石"酸化皇室鉛パリス
タを遜してのE窓際技術協1Jj 江
田和生(松下電器勝無線研究所). 
r工場のハイテク跨代への磯署重転
換は，こうして成功したj .伊藤
容j錦(三豪華電機総生産技鋳研究所)
争佳作 4綴(記念援ならびに怠j
箆5万円) rジョセフソン紫子技
術の開発J一倍頼性ある繁子への
挑戦一:東海林彰(電子技術総合
研究所/幸坂紳(間)/緩木藤
敏(鰐)， raま流送電技術の溜麓化
を撮り返ってJ .西村文一(電源
開発鰯)/専問禎(問)/今井
孝二(勝東芝)/加藤尊重(線自
立製作所)， r技術革新をうながし
た水撃発警護機総合鋲験の岳動化J
:井口 欝(東京電力総工務部)
/佐藤欣弥(東京電力総猪苗代電
e カ所)， r東部ジャワ送配重要プロジ
ェクトに欝加してj :邸中絡事(鶴
西宮撃力総総合技祷研究所)
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